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１７
）
二
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～
五
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３
　
発
掘
機
関
　
　
一局
松
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
川
　
賢

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

（武
家
屋
敷

・
御
用
屋
敷

・
厩
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
旧
高
松
城
の
外
堀
大
手
筋
に
面
す
る
地
点
で
、
現
存
地
割
と
古
図

と
の
照
合
に
よ
り
、
元
文
年
間

（
一
七
一三
ハ
～
一
七
四
こ

か
ら
明
治
時
代
初
期

に
か
け
て
存
在
し
た
高
松
藩
の

厩
に
相
当
す
る
場
所
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
以
前
の
享
保
年
間

盆

七
一
六
～
一
七
三
一０

に
は

藩
の
御
用
屋
敷
で
あ
り
、　
一
七

世
紀
中
葉
の
松
平
時
代
初
期
に

松

は
間
嶋
半
右
衛
門

。
松
田
庄
左

一局

衛
門
、
生
駒
時
代
末
期
に
は
浅

田
図
書

・
生
駒
左
衛
門
佐
な
ど

の
家
臣
の
拝
領
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
古
図
や
文
献
史
料
か
ら
推
定
で
き
る
。

木
簡
五
点
が
出
土
し
た
遺
構
Ｓ
Ｘ

一
〇
三
は
、
二
間
×
三
間
相
当
の
長
方
形

に
石
積
み
さ
れ
た
大
型
の
井
戸
状
遺
構
で
、
礫
敷
き
さ
れ
た
踊
場
や
階
段
石
な

ど
の
昇
降
部
が
付
随
す
る
。
未
だ
不
詳
な
点
を
多
く
残
す
が
、
石
積
み
に
生
駒

家
の
家
紋
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
厩
の
存
続
時
期
に
あ
た
る
弘
化
年
間

全

八
四
四
～
一
人
四
人
）
の
古
図
に
馬
場
と
と
も
に

「井
戸
址
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
特
異
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
先
行

す
る
遺
構
及
び
徳
川
期
の
大
坂
城
石
普
請
に
見
ら
れ
る
刻
印
か
ら
み
て
一
六
二

〇
年
代
以
降
に
構
築
さ
れ
、
大
半
を
占
め
る
埋
土
の
陶
磁
器
類
か
ら
み
て
遅
く

と
も

一
七
世
紀
後
半
に
は
井
戸
と
し
て
の
機
能
を
失

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
こ
の
上
を
覆
う
整
地
や
先
述
の

「井
戸
址
」
の
記
載
か
ら
、
最
終
的
に
廃
絶

し
た
の
は
幕
末

。
明
治
期
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
以
外
の
文
字
資
料
に
は
、
底
部
に

「無
縁
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が

あ
る
。　
一
人
世
紀
第
Ⅱ
四
半
期
の
御
用
屋
敷
に
関
わ
る
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｘ

一
〇
四

か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｘ

一
〇
四
は
、
前
述
の
Ｓ
Ｘ

一
〇
三
の
隅
を
壊
し
て
開
削

さ
れ
て
お
り
、
「無
縁
」
墨
書
土
器
は
そ
の
廃
棄
に
際
す
る
祭
祀
的
な
意
味
合

い
を
も
つ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｄ
　
　
「
松
田
庄
九
郎
様
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(4)ω
は
上
部
の
左
右
及
び
中
央
の
三
カ
所
に
組
通
し
孔
あ
る
い
は
釘
孔
と
み
ら

れ
る
穿
孔
が
あ
り
、
ま
た
上
端
の
窪
み
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
。
墨
書
は

一
部

欠
損
箇
所
が
あ
る
も
の
の
明
瞭
に
残
る
。
宛
名
の
松
田
庄
九
郎
は
、
『高
松
藩

士
由
緒
録
』
に
よ
れ
ば
、
調
査
地
周
辺
に
拝
領
屋
敷
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
旗

奉
行
松
田
庄
左
衛
門
の
弟
で
、
寛
文
四
年

（
三
ハ
エハ
四
）
に
は
兄
の
所
領
三
五

〇
石
の
う
ち

一
〇
〇
石
を
相
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
代
は
共
伴

の
陶
磁
器
類
が
示
す
年
代
と
矛
盾
せ
ず
、
こ
の
分
知
が
遺
構
の
廃
絶
に
関
わ
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

②
～
⑤
は
荷
札
と
推
定
さ
れ
、
⑬
を
除
き
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
る
。
０
は
縦

方
向
に
折
損
し
右
半
を
欠
く
が
、
左
辺
の
上
端
に
切
り
込
み
が
認
め
ら
れ
る
。
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×
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ト

い
ず
れ
も
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
判
読
は
難
し
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
香
川
県
文
化
行
政
課
の
御
厨
義
道
氏
、

墨
書
土
器
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
香
川
県
立
坂
出
高
校
の
山
本
秀
夫
氏
の
ご
貌

示
を
得
た
。
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